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[摘要／Abstract] 

Elementary school students, a young licensed teacher and university students were the target of this study. This 
study aimed to design a system for teacher training in which included collaboration and communication between an 
elementary school and a university. The university students (aimed to be teachers) understood the needs in schools 
and to explored better methods for conducting physical education classes with elementary school teacher. 
Additionally, it aimed to examine the educational effects of the program through elementary school students’ sport 
competence, formative evaluation, and reports from university students and an elementary school teacher. The 
results revealed that, concerning elementary school students’ “perception of sports competence level” (e.g., “I can do 
physical activities well,” “I have confidence in my physical abilities”and “total score” ) increased significantly after 
the prellball class. With reference to formative evaluations, both “motivation/interest” and “cooperation” were high, 
and all dimensions reached their highest score in the final class of the prellball class. The university students felt 
close to their elementary students, explored materials and the teachers’ methods, and embraced the desire to become 
teachers and try out these new techniques. The elementary school teachers were able to share elementary students’ 
struggles and successes with the class using the videos provided by university students, and elementary students’ 
used this understanding to improve their prellball skills. The above results suggest that a system for teacher training 
in which included collaboration and communication between an elementary school and a university—is 
advantageous for elementary students, university students, and young licensed teachers. 
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１．背景 

平成 29 年に告示された新学習指導要領（文部科

学省,2018）の小学校体育科の改訂では，運動が苦手

と感じている児童や運動に意欲的に取り組まない児

童への指導について配慮することが課題の 1 つとし

て挙げられている（高橋,2018）。 
近年，子供の生活は，外遊びや運動遊びが減少し，

テレビやゲーム等の時間が増加している（Ishii et 
al,2017）。子供の生活の座位時間が増加し，身体活

動が減少することは，肥満（Vilchis et al,2015））や

心身の健康（Ahn et al,2018），さらに登校回避感情

（穐本ほか,2017）と関連することが報告されてい

る。学校における体育活動を通じ，生涯にわたって
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豊かなスポーツライフを実現する資質・能力を育て

ること（文部科学省,2017）は，学校及び地域におけ

る重要な教育課題である。スポーツ基本計画第 2 期

（文部科学省,2017）では，2022 年までに，スポー

ツに取り組む生徒を 58.7％から 80％に増加させ，

スポーツが嫌いな生徒を 16.4％から 8％に減少させ

るという数値目標を掲げた。運動嫌いや運動不足の

児童への対策は，我が国の健やかな発展に不可欠で

ある。 
これまで筆者らは小学生の運動嫌いや運動不足に

関する要因について，児童を取り巻く家庭及び社会

的要因を検討した結果，「仲の良い友達の欠如」が運

動嫌いと運動不足の双方に最も関連する要因である

ことを明らかにした（澤ほか, 2019）。一方で，大学

生を対象とした調査（澤,2017）を行った結果，高等

学校までの体育授業の満足度の高い人は「友達」を，

低い人は「自分」を要因としていた。以上のことか

ら，意欲的な運動の実施には，友達との肯定的な関

わりや自身の成長に気づくことが重要であることが

示唆された。 
平成 11 年に告示された学習指導要領（文部

省,2009）において，交流を意図した「体ほぐしの運

動」が位置づけられ，他者との関わり合いを体育授

業の中で保証することの必要性が指摘された。しか

し，体育授業や集団スポーツを行いさえすれば自然

に社会性が身につくとは言い難く，他者との関わり

合いを意図的に授業に組み込む対策は，現在も課題

である（東海林ほか,2017）。 
平成 30 年の日本体育学会体育科教育専門領域企

画では，「体育科教育の教育者をどのように育ててい

くか」について議論された（吉永ほか,2019）。今後

の体育科教育学は学習指導要領の目標や内容を踏ま

えつつ，より良い体育授業の実現に向けた方法や原

理等に関する理解を深め，実践的力量を高めていく

ことが求められている。さらに，教員養成への期待

として，運動が苦手な児童の指導等，学校現場のニー

ズや卒業後に求められる実践的指導力も多様化して

いることが課題として挙げられた（日野,2019）。 
一方，教職課程を有する大学の取り組みとして，

大学における学びと実習校における学びを双方向に

関連させて実践的指導力を育成する「往還型教育シ

ステム」（寺木ほか,2014）は，特に「児童理解力」

と「同僚と共同作業する力」の育成に有効であった

ことが報告されている。教職課程を有する大学教育

は，学校現場と協働して学生の指導にあたるシステ

ムの充実が望まれている。学生が学校現場のニーズ

を知り，現場教員と共に，より良い体育授業の実現

に向けて，理論や実践方法を探求し，実践的力量を

高めていく教育の在り方を検討することが求められ

ている。 
そこで本研究は新学習指導要領に期待される「運

動が苦手な子供への指導」に着目し，教職課程を有

する大学におけるゼミ活動の一環として，小学校の

体育授業と大学のゼミ活動を往還する実践を試みた。 
本研究の目的は，➀将来教師を志望する学生が，

学校現場のニーズを知り，現場の若手教諭と共に，

より良い体育授業の実現に向けての理論や実践方法

を探究する共育体制（澤,2018）（注１）を構築する

こと，➁➀の教育効果を児童の運動有能感と形成的

授業評価，及び学生と教諭のレポートから検討する

ことを目的とする。 

２．研究の方法 

本研究では上記の目的を達成するために，小学校

と大学を往還する，図 1 のような共育体制を構築し

た。小学校は T 大学を卒業し，教職歴 5 年目の女性

教諭（以下 C 教諭とする）が担当し，大学は教職課

程を有する T 大学の研究室の学生 8 名と教員 1 名が

担当した。 
 

 
図１ 小学校と大学の共育体制 

 
① C 教諭から，児童の実態，単元の目標，各授業

のねらい等を訊き，教材研究や指導法について，

複数回情報交換を行った。より良い体育授業の

実現を「運動有能感が高まる温かい雰囲気の体

育授業」とし，これを共育体制の共通課題とし

て掲げた。C 教諭の目指す授業を，大学生も共

に学びながら協働で創るプロセスを大切にした。 

C 教諭 児童

大学 

➀ ➁➂ ④

➄ 
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② T 大学のゼミ活動において教材及び，シミュ

レーション動画を作成し，複数回 C 教諭と情報

交換を行い，児童の実態に合わせ，教材のバリ

エーションを追加した。 
③ 単元前後に運動有能感の測定，毎時間のビデオ

撮影及び形成的授業評価の測定を行った。 
④ 毎時間の授業終了後，授業記録を担当した学生

（4～5 名）と教員で振り返りを行い，その内容

を参考に，将来教師を志望する 4 年生 1 名が，

運動有能感の高まりが見られる場面の映像をト

リミングし，C 教諭に LINE で送り，報告した

（例：児童同士で声をかけあっている場面，試

合で点を入れた児童に「やったね！」と笑顔で

ハイタッチをしにいく児童の様子，できなかっ

た技ができるようになっていく過程の児童の様

子など）。 
  また，運動有能感，授業記録や形成的授業評価

等の分析結果を C 教諭に報告した。 
⑤ C 教諭は，朝の学級タイム等で児童と共に④の

映像を観て，単元の目標「みんなで楽しくつな

ごう！プレルボール」が達成できているかを確

認し，前時の成果と次時の課題を確認した。 
 
①～⑤は毎時間繰り返し実施し，大学では児童の

実態や学校現場のニーズを知り，C 教諭と情報交換

しながら，より良い体育授業の実現に向けての理論

や実践方法を探求し，C 教諭に報告した。小学校と

大学における単元中の情報交換は，授業前後に対面

で行う他に，C-Learning（注 2）と LINE を活用し，

関係者でグループを作り，全員が投稿や閲覧するこ

とができるようにした。分析結果や長めの動画は C-
Learning を活用し，短めの動画やコメントは LINE
を活用した。 

 
2.1. 実施期間と対象 

2019 年（令和元年）11 月 5 日から 11 月 21 日に

かけて，プレルボールの授業実践を行った。対象は，

富山県 A 小学校 3 年生 B 組 32 名（男子 16 名，女

子 16 名）であった。 
3 年 B 組の児童の実態と課題を，1 学期のセスト

ボールの様子から以下にまとめた。 
・運動の得意不得意な児童の二極化が見られる。 
・運動技能の高い児童が積極的に試合などに参加し，

技能の低い児童は「できる子に任せればいい」と

考え，体育授業に対しての満足度も低く，技能の

向上があまり見られない。 
・勝敗へのこだわりが強く運動が得意な児童だけが

活躍するような試合展開が見られる。 
これらの実態をふまえ，「みんなで楽しくつなご

う！プレルボール」という単元の目標を掲げ，運動

が得意な児童も苦手な児童も，チームやクラスの仲

間と共に，全員が思いっきり体を動かすことを目標

に教材開発を行った。 
 

2.2. 単元計画 

図 2 は単元の具体的内容を示している。大学にお

いて，教材開発と動画作成したのは，主にペア練習

と試合のシミュレーションである。 

大学

 
単元時間 1 時間目 2 時間目 3 時間目 4 時間目 5 時間目 6 時間目 
はじめ 

 
なか 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

おわり 

クラス全体でコート準備 
【めあて・学習内容の確認】 
【ペア練習】（準備運動） 

➀両手キャッチ ➀両手キャッチ ➀両手キャッチ ➀サーブ→ ➀サーブ→ ➀サーブ→ 

両手プレル 両手プレル 両手プレル キャッチなし

片手プレル

キャッチなし

片手プレル 
キャッチなし

片手プレル 
➁サーブ→ ➁両手キャッチ ➁両手キャッチ

 
 

キャッチ→ 
プレル 片手プレル 片手プレル   

【チーム練習】 【チーム練習】 
兄弟チームでのカウント練習 兄弟チームでの作戦の練習

【試合】 
全員ボールに触れる ローテーション・2 点マンルール 

【チームでの振り返り】・【全体での振り返り】 
 片付け 

図 2．プレルボールの単元計画 
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2.3. 分析の方法 

研究の目的を達成するために，以下の方法を用い

た。 
 

（１）運動有能感 
岡澤（2003）によって作成された運動有能感尺度

を用いた。「身体的有能さの認知」「統制感」「受容感」

の 3 因子，全 12 項目で構成されており，各項目に

1 点から 5 点が与えられ，合計点は 12 点から 60 点

に分布するように開発されている。単元前後の計 2
回調査を行い，その変化を比較した。また，単元後

は，「授業を続けたい」「友達と仲良くなった」「運動

が好きになった」「自信を持てるようになった」の 4
つの内容とプレルボールの授業についての自由記述

を追加して調査した。自由記述の分析は，運動有能

感の 3 因子とその他の内容に分類した。 
 

（２）形成的授業評価 
高橋ら（2003a）によって作成された形成的授業

評価票（「成果」「意欲関心」「学び方」「協力」の 4
次元 9 項目）を用いて毎時間の授業終了直後（計 6
回）児童の授業評価を調査した。各項目に 1 点から

3 点を与え，各次元，各項目のクラス平均値を算出

した。得点が 2.77 点以上は大変評価の高い授業，

2.33 点以下は評価の低い授業とされている。 
 

（３）授業場面の観察記録 
ビデオ 1 台で教師行動の撮影を行った。その記録

をもとに全 6 時間の授業で「授業場面の期間記録法」

（高橋ら,2003b）を用いて，授業場面を「マネジメ

ント（M）」「学習指導（I）」「認知学習（A1）」「運動

学習（A2）」に分類し，1 時間中の各授業場面が占め

る割合を算出した。 
 

（４）運動が苦手な児童の触球数の記録 
ビデオ 1 台で運動が苦手な児童の撮影を行った。

C 教諭と相談の上，運動が苦手な児童を決定した（以

下，児童 D とする）。児童 D は，1 学期のセストボー

ルの授業では「痛いかもしれない」「失敗するかもし

れない」という恐怖心や羞恥心が先立って，ボール

に触りにいけなかった。本単元では，「勇気を出して

ボールに触っていこう」という気持ちを持ち始めて

いる。児童 D の映像をもとに「ペア練習」と「試合」

における触球数を記録した。「成功率（%）＝成功数

（回）÷実施数（回）×100」の式を用いて成功率を算

出した。 
 

（５）共育体制を通した児童・学生・教諭の学びに

ついて 
授業に参画した 8 名の学生及び C 教諭の単元後の

レポートを分析し，成果と今後の課題について検討

した。 
 

2.4. 倫理的配慮ならびに個人情報の取り扱いに

ついて 

本研究はA小学校の管理職に承諾を得て実施した。

調査の趣旨と内容，データの取り扱いについて校長

に対面で説明し，調査の実施の承諾を得た。データ

は個人が特定されることがないように ID 化して管

理した。児童に対する説明は C 教諭が行った。調査

の趣旨や方法を説明し，質問があれば C 教諭が回答

した。成績などの評価には一切関係のないことを十

分に理解させた上で実施した。 
 

2.5. 統計処理の手続き 

運動有能感の分析対象は，単元前の調査日に欠席

した 2名の児童を除く 30名とした（回答率 93.8％）。

形成的授業評価の分析対象は全授業を欠席した 1 名

の児童を除く 31 名とした（回答率 96.8％）。授業前

後の平均値の比較は IBM SPSS Statistics26 を用い

て，対応のある t 検定を行い，危険率はいずれも 5%
未満とした。 

３．結果 

3.1. 運動有能感を高める教材の工夫 

C 教諭と大学の研究室で児童の実態と課題につい

ての情報交換を行い，運動の得意不得意に関わらず，

運動有能感を高めるために以下の工夫を行った。 
① 毎時間授業のはじめに行うペア練習では，音楽

に合わせてプレルを行い，児童の「楽しい気持

ち」を引き出し，意欲の向上を図る。 
② チーム練習では，技能の高まりを児童が実感で

きるように，チームのパス回数をカウント表に

記録する。 
③ 試合では，単元の目標「みんなで楽しくつなご

う！プレルボール」を実現するために，1 時間

目から 3 時間目の試合では，チーム全員がボー



小学校と大学の共育体制による教員養成の教育効果 

― 75 ― 

ルに触れるルールを採用した。また，授業前の

児童の実態から，連続して打つ・つく動作の未

習得の児童が多数見られたため，初めはキャッ

チしてからパスをつなぐように指導した。 
④ 3 時間目に，クラスのほぼ全員がボール操作に

慣れ，チーム内でボールに触れる順番が固定化

したため，4 時間目からローテーションを取り

入れた。 
⑤ 4 時間目に，プレルボールの本来のパス動作で

ある「キャッチなしプレル」の積極的な取り組

みを促すために，キャッチなしプレルで得点を

入れると 2 点取得できる 2 点マンルールを加え

た。 

 

 
3.2.1. 各授業場面の推移 

図 3 より，運動学習場面は 3 時間目に減少し，そ

の後時間経過に伴って漸増した。認知学習場面は 2
時間目に多く，それ以外は 1 割程度であった。1 時

間目と 3 時間目は学習指導場面の割合が多かった。

具体的には，1 時間目は「試合の進め方」について，

教師が説明を行い，3 時間目は「相手チームが取り

にくいボールを打つには」について，教師の発問に

対し，児童が考え，意見を述べる時間となっていた。

単元が進むにつれて，児童は試合のルールを理解し，

自主的に学習に取り組めるようになった。それに

伴って運動学習場面が漸増した。マネジメントの時

間は全時間 2 割程度であった。 

 
図 3．単元「プレル―ボール」各授業場面の推移 

 
表 1．運動有能感得点の変化 

項目 授業前 授業後 t 値 
1 運動がよくできる 4.07 4.27  2.26＊ 
2 運動は上手にできる 3.98 4.00 0.40 
3 練習すれば記録が 

伸びると思う 
4.03 4.30 1.68 

4 頑張れば運動は 
上手になる 

4.27 4.33 0.47 

5 先生が応援してくれる 4.07 4.50 2.28＊ 
6 仲間が応援してくれる 4.07 4.37 1.33 
7 誘ってくれる友達が 

いる 
3.63 3.93 1.39 

8 見本として選ばれる 2.73 3.43 3.88＊ 
9 一緒に運動する友達が

いる 
4.10 4.34 0.98 

10 運動が得意である 4.07 4.30 1.76 
11 難しい運動も頑張れ

ばできると思う 
4.21 4.31 0.65 

12 あきらめないで練習

すればできると思う

4.07 4.40 1.54 

因子 授業前 授業後 t 値 
身体的有能さの認知 14.80 16.00  3.07＊ 
統制感 16.53 17.20 1.49 
受容感 15.90 17.00 1.63 
合計 47.23 50.20  2.51＊ 
  ＊P＜0.05

 
3.2.2. 運動有能感得点の変化 

表 1 より，「1.私は運動がよくできると思います」，

「5.体育の時間，先生が頑張れと応援してくれます」，

「8.体育の時間，私は友達の上手な見本として，よ

く選ばれます」の 3 つの項目において，単元前と比

較し，単元後に有意な向上が認められた。低下した

項目はなかった。また，因子別では，クラス全体の

「合計点」と「身体的有能さの認知」に有意な向上
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1時間目 2時間目 3時間目 4時間目 5時間目 6時間目

マネジメント場面(M) 学習指導場面(I)
認知学習場面(A1) 運動学習場面(A2)ルールについて 

・挨拶後，最初のサーブ権は，じゃんけんで決め

る。（２回目以降は点数を取られたチームから

のサーブとする。） 
・サーブはどこから打ってもよい。 
・自分のコートにボールが来たら，全員がボール

に触れ，相手コートへ返す。同じ人が連続で

ボール触ることはできない。 
・２バウンドで取れない，ボールがライン外に出

る，４回目で返せない，同じ人が２回打つ，手

以外で打った場合には，相手チームに１点。 
・ネットインは１点。ネット下はノーカウント。 
・どちらかに得点が入ったら，両チームともに，

全員時計回りにローテーションする。アタッ

カーは帽子をかぶり，キャッチなしプレルで得

点を入れると 2 点取得できる，2 点マンとな

る。 
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が認められた。点数が上がった児童の割合は，「身体

的有能さの認知」は 60%（18 名），「統制感」は 37%
（11 名），「受容感」は 53%（16 名），「合計」は 60%
（18 名）であった。 

 
3.2.3. 単元後のプレルボール・体育授業に関する調

査結果 

「プレルボールの授業をもっと続けたいですか」

と「プレルボールの授業をする前よりクラスの友達

と仲良くなりましたか」の質問に「はい」と回答し

た児童は，90.3%（28 人）であった。「プレルボール

の授業をする前より運動が好きになりましたか」の

質問に「はい」と回答した児童は 96.8%（30 人），

「プレルボールの授業をしてみて『私はできること

がたくさんある。』『私は頑張ることができる。』と自

信をもてるようになりましたか」の質問に「はい」

と回答した児童は 77.4%（24 人）であった。 
 

3.2.4. 単元後の自由記述の内容 

「プレルボールの授業の中で 1 番楽しかったこと，

1 番うれしかったこと，1 番心にのこっている出来

事は何ですか。自由に書いてください」について，

児童の記述を運動有能感の 3 因子「身体的有能さの

認知」，「統制感」，「受容感」と「その他」に分類し

た結果を表 2 に示した。最も多かった記述は「その

他」に分類した，「試合に勝てて嬉しかった」，「試合

に負けて悔しかった」などの勝敗に関する記述で

あった。 「勝てて嬉しかった」という記述が 12 個，

「負けて悔しかった」という記述が 3 個あった。 
勝敗に関する記述以外は運動有能感の 3 因子に分

類でき，その中で多かった記述は「身体的有能さの

認知」と「受容感」に関する記述の各 10 個であっ

た。 
 

表 2．単元後の自由記述の内容分析 

「身体的有能さの認知」に関する記述（10 個） 
・初めて技ができた時がすごく嬉しかった。 
・2 点マンのキャッチなしプレルが 1 回できた。 
・2 点マンを守ることはできるから続けたい。 
・キャッチなし片手プレルができるようになったこと。 
・カーブさせたサーブができるようになった。 
・1 番嬉しかったことはキャッチなしプレルができたこと。 
・上手くできるようになってプレルボールが楽しくなったこ

と。 
・回転サーブができるようになったこと。 
・グーのアタックは僕に合っていてすごく上手にできた。 
・2 点マンとしてプレルがいっぱいできて嬉しかった。 
「統制感」に関する記述（3 個） 
・試合で，みんなで力を合わせたらできるのだなと思った。

・あきらめずに頑張って勝てたこと。 
・練習をしたら赤チームに勝てたこと。 
「受容感」に関する記述（10 個） 
・できて，「すごいね。」と言われたこと。 
・友達に「応援してくれてありがとう。」と言われて心がポカ

ポカしてとても嬉しかった。 
・チームのみんなに「声かけが良かった。」と言ってもらえて

いい気持ちになった。 
・負けてしまった時に，「大丈夫だよ。」「また頑張ろう。」と声

をかけてくれたこと。 
・同じチームの友達がプレルの時に「いくよ，頑張ってね。」

と声をかけてくれたこと。 
・兄弟チームの練習の時にみんなが上手になっていたこと。

・黄色チームは高いボールもキャッチしていてすごいなと

思った。 
・すぐに点を取られてしまって悔しいけど，こんなことがで

きる赤チーム（相手チーム）はすごいと思った。 
・青チームには負けてしまったけど，青チームは強いと思っ

た。 
・別のチームの子が困っているときも声をかけてあげていて

すごいと思った。 
その他（勝敗に関する記述）（15 個） 
・試合に勝てたこと。（12 個） 
・試合に負けてしまったこと。（3 個） 

 
3.2.5. クラス全体の形成的授業評価の変化 

表 3 及び図 4 はクラス全体の形成的授業評価の平

均値とその推移を示している。 
 

表 3．単元「プレル―ボール」形成的授業評価の推移 

1時間目 2時間目 3時間目 4時間目 5時間目 6時間目
成果 2.40 2.65 2.48 2.38 2.69 2.73
意欲関心 2.82 2.83 2.83 2.78 2.80 2.93
学び方 2.81 2.83 2.57 2.66 2.78 2.90
協力 2.82 2.79 2.79 2.63 2.82 2.90
総合評価 2.68 2.77 2.65 2.58 2.76 2.85

 

 
図 4．単元「プレル―ボール」形成的授業評価の推移 

 
「成果」「意欲関心」「学び方」「協力」の 4 つの次

元，「総合評価」，全てにおいて，最後の 6 時間目に

単元の中での最高点となった。大変評価の高い授業

と診断されている 2.77 点以上は 2 時間目と 6 時間
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目に「意欲関心」，「学び方」，「協力」で記録された。

逆に，評価の低い授業と診断されている 2.33 点以下

は全ての授業において記録されることはなかった。

「意欲関心」は全ての時間で，「協力」は 4 時間目以

外で 2.77 点以上を記録していたことから，「意欲関

心」と「協力」についての評価が大変高い授業であ

ると言える。「総合評価」と「成果」は 1 時間目から

2 時間目にかけて得点が上がり，4 時間目にかけて

低下し，5 時間目，6 時間目にかけて再び向上して

最高点となった。「学び方」は 1 時間目と 2 時間目

は高い得点をキープし，3 時間目に低下したものの，

その後は向上し，6 時間目に最高点となった。 
 

3.2.6. 運動が苦手な児童 D の授業前後の変化 

表 4 は児童 D の授業前後の運動有能感の変化を

示したものである。全てに向上が見られ，3 因子の

中で「統制感」が最も向上し，合計点はクラスの中

で最も向上した。 
表 5 と表 6 は，児童 D の触球数の変化を示したも

のである。表 5 より，ペア練習でボールに触れた回

数は 10 回～54 回，成功率は 50％から約 80％であっ

た。試合では，ビデオに不具合があり撮影できなかっ

た 1 時間目の記録を除き，ボールに触れた回数は 20
回～39 回，成功率は 90％以上をキープした。練習

よりも試合の成功率が高い結果となった。新しい技

として「キャッチなし片手プレル」が採用された 4
時間目は，ペア練習中に失敗してボールを取りに行

く時間が増え，触球数も 10 回と減少した。表 6 は，

児童 D の「キャッチなしプレル」の触球数を示した

ものである。4 時間目は成功率が 16.7％であったが，

6 時間目は 75%まで向上した。試合では，4 時間目

に実施することはなかったが，5 時間目と 6 時間目

に実施し，50％と 75％の成功率となった。 
 

表 5．児童 D の全触球数 

ペア練習 試合 

時間
実施数 成功数 成功率 実施数 成功数 成功率

（回） （回） （％） （回） （回） （％）

1 42 28 66.7  
2 54 42 77.8 30 28 93.3 
3 38 23 60.5 36 33 91.7 
4 10 5 50.0 27 26 96.3 
5 22 17 77.3 20 19 95.0 
6 25 19 76.0 39 38 97.4 
 

表 6．児童 D の「キャッチなし片手プレル」の触球数 

ペア練習 試合 

時間
実施数 成功数 成功率 実施数 成功数 成功率

（回） （回） （％） （回） （回） （％）

4 6 1 16.7 実施なし 
5 9 4 44.4 2 1 50 
6 20 15 75.0 4 3 75 

 
3.2.7. 共育体制を通した児童の学び 

小学校と大学における単元中の情報交換は，授業

前後に対面で行う他に，C-Learning と LINE を活

用した。単元後の C-Learning の記事数は 75 編，動

画数は 13 本であった。LINE の記事数は 425 編，

動画数は 39 本であった。 
C 教諭は，大学から情報提供された映像を朝の学

級タイム（担任裁量で学級のために自由に使える時

間）や授業中に児童と観て，単元の目標「みんなで

楽しくつなごう！プレルボール」が達成できている

か，前時の成果と次時の課題を確認した。 
単元前半では，場の準備や片付けの様子を中心に

提示し，単元中盤からは，児童のよい動きやゲーム

中の様子を提示した。単元前半で，「準備の終わって

いないところを進んで手伝う E さん」「チームリー

ダーとして準備が終わったメンバーを素早く並ばせ

る F さん」といった具体的な姿を動画で紹介するこ

とで，多くの児童が自分にできる役割を探し出すよ

うになり，授業中のマネジメントの時間を 2 割程度

に抑えることができた。 
単元中盤からほとんどのチームで見られるように

なった「相手の取りづらい場所へのサーブ」や「チー

ム内の役割分担（ボールを取りに行く人，打ちやす

いボールを上げる人，アタックを決める人）」は，動

画の視聴後に児童自身がその動きによさを見出し，

 
表 4．児童 D の運動有能感得点の変化 

項目 授業前 授業後

1 運動がよくできる 3 4 
2 運動は上手にできる 2 4 
3 練習すれば記録が伸びると思う 4 5 
4 頑張れば運動は上手になる 3 5 
5 先生が応援してくれる 5 5 
6 仲間が応援してくれる 3 4 
7 誘ってくれる友達がいる 3 3 
8 見本として選ばれる 2 3 
9 一緒に運動する友達がいる 3 5 
10 運動が得意である 3 5 
11 難しい運動も頑張ればできると思う 2 5 
12 あきらめないで練習すればできると思う 3 5 
因子 授業前 授業後

身体的有能さの認知 10 16 
統制感 12 20 
受容感 14 17 
合計 36 53 
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積極的に取り入れるようになった動きである。この

ように，動画視聴後の児童の行動は驚くほど主体的

で積極的に変容した。 
C 教諭は，従来の体育科の授業では，教諭や友達

が見つけたよい動きを口頭で紹介し合うことが多い

が，話し手の一方通行な時間になってしまうことや，

聞き手が話題を自分事として捉えず，次時のゲーム

に生かせない場合も多いのではないかと感じていた。

そこで本実践は，授業場面の動画をクラス全員で視

聴し，みんなでよい動きを見つける時間をつくるこ

とを心がけた。その結果，それぞれの児童が主体的

に「こつ」を探し出すようになり，その「こつ」を

自分の動きに進んで取り入れていこうとする児童の

増加につながった。 
特に運動が苦手な児童 D は，今まで自分の動きに

自信が持てず，１学期のセストボールでは，自分に

パスされた，ゆるやかなボールさえもキャッチせず

に避けようとする姿が見られた。一方で，本単元で

は，朝の学級タイムに，児童 D が試合で得点を決め

ている動画が紹介され，他のチームメイトから「D
さんは，ボールをよく見て得点を決めているので真

似したい」と称賛され，自信を高めた様子が見られ

た。その日の児童 D の体育ノートには，「今日もた

くさん得点が決められて嬉しかった。次の授業では，

10 点以上取れるように頑張りたい」という振り返り

が書かれていた。これまで，自分の悩みを友達に相

談することにも苦手意識をもっていた児童 D だっ

たが，本単元中の休み時間は，運動が得意な友達に，

「どうしたら強いキャッチなしプレルが打てるよう

になるかな？」と自分から相談し，友達と簡易ネッ

トを作って，楽しそうに自主練習する姿が見られ，

運動に対する前向きな気持ちや主体性を感じられる

場面が多く見られた。 
 

3.2.8. 共育体制を通した学生の学び 

表 7 は共育体制を通して学生が何を学んだのか，

その自由記述をまとめたものである。授業の手立て，

教師の手立てについて探究した内容が最も多かった。

また，児童を身近に感じ，予想以上に児童の成長の

早さに驚いたこと，C 教諭から学んだことを教師に

なったら取り組んでみたい等の記述も見られた。 
 
 
 

表 7．学生の自由記述の内容分析 

児童を身近に感じることができた 
・児童の成長の速さに驚いた。 
・短い時間でどんどん上達した。 
・児童は，素直で優しくて一生懸命だった。 
・児童の積極性がすごいと感じた。 
児童に対する思い込みに気づいた 
・自分が子供の頃に受けた，ただ運動する体育の授業とは違っ

た。 
・シミュレーション動画を作成した時には，短期間で目標達成

までいくのは難しいのではないかと思ったが，授業後には，

ほぼ全ての児童がその動きをクリアしており，中には自分の

予想を超えてできるようになった児童がいたことに驚いた。

・児童の可能性は私たち大人が決めつけてはいけないと感じ

た。 
・児童の成長のスピードは自分が思っているよりも早く驚い

た。 
・こんな動きはできない等と最初から決めつけるのではなく，

とにかくやらせてみることが大切だと感じた。子どもたちの

できないことができるようになった姿を見て感動した。 
・初めは短期間でそこまでできないだろうと思っていたけど，

子どもたちは意欲を持って取り組んでいるから，とても早く

上達していてすごいと感じた。 
授業の手立て，教師の手立てについての探究 
・段階を踏むことで難しい運動スキルも短時間で習得するこ

とができることを学んだ。 
・児童の可能性を信じて臨機応変に授業を展開していく必要

があることを学んだ。 
・児童は，やらせてみるとできることが多くあった。思い切っ

て児童に任せてみることが大切だと思った。 
・運動が得意な児童，運動が苦手な児童のどちらにも目を向け

ることの難しさを感じた。運動が得意な児童たちは授業の早

い段階から，キャッチなし片手プレルをしたかったかもしれ

ない，もっと厳しいルールでやりたかったかもしれない。逆

に運動が苦手な児童たちにとってキャッチなし片手プレル

は無理があるかもしれないし，もっと時間をかけて一つひと

つの課題をクリアしたかったかもしれない。 
・一つ一つの行動に理由付けをし，なぜそうしたかを子供たち

に考えさせる授業が行われていた。授業の最後にもみんなの

前で発表して，全員で学びを深めていた。この授業から，全

員を巻き込んで授業をすることの重要さを学んだ。活発な児

童もいれば，控えめな児童もいる。そのような多様な性格を

持つ子供たちの様々な視点からの意見に耳を傾け，できるだ

け全員の学びを深めるのが大切だと感じた。 
・児童に習得してほしい動きは教師側がある程度導くが，習得

する過程での学び方や，それを引き出すにはどうするのかと

いうことも考えさせられた。 
・予期しない動きや児童の発言に対して教師はどう対応する

か，また児童が考えたことを尊重しながら今回の学びにどう

繋げるかが大切であることを学んだ。 
・アンケート調査や文面だけでは，その子はどういう思いでそ

の回答をしたのかは理解できないこともあった。一人ひとり

のことを理解するように心がけ，その児童に合った指導をす

ることの大切さを実感した。 
C 教諭から学んだ教師のあり方について 
・児童の意見や良いプレーを認めてあげることがとても重要

だと感じた。児童は，C 教諭から直接声をかけられたり，振

り返りの時間に発言できたりすると嬉しそうだった。 
・児童が安心して，頑張ろうと思える授業にするために，積極

的に肯定的な声をかけたり，ペアやグループを意図的に組ん

だり，ワークシートを工夫したりと，教師の様々な視点を学

ぶことができた。 
・C 教諭は，児童自身が学びに気づく，自ら考えるような学び

の場を作っていた。そして，児童が自らプレルボールに向き

合い，課題に向かって取り組むことができていた。それを当

たり前のように行うことが教育現場の理想なのではないか

と感じた。 
・振り返りで発言する児童が偏ってしまう様子が見られた。し
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 かし C 教諭は体育ノート等を活用し，発言をしない児童の

声を授業中に紹介する等の工夫を行っていた。児童は C 教

諭に安心感を持って，キャッチなしプレルが難しいという相

談をしていた。 
教師になったら取り組んでみたいこと 
・C 教諭は児童の考えを真摯に受け止め，それをみんなに

フィードバックしていた。この対応を私も見習いたい。 
・私が教師になったら，C 教諭が行っていた，授業外での時間

の活用，ワークシートなどを取り入れたい。 
・児童を信じ，「ここまでできたらいいな」と児童の動きを予

測しながら，言葉や展開を工夫して授業作りをしていきたい

と思った。 
 

3.2.9. 共育体制を通した C 教諭の学び 

小学校教諭は，自分が担任をしている学級のほと

んどの教科を１人で教えなければならない。そのた

め，体育科のみに時間をかけて教材研究を行うこと

は難しい。本実践では，バレーボールや陸上等，様々

な運動経験をもつ大学生に，C 教諭が，クラスの実

態や練習方法，ゲームのルール等を伝え，大学生が

事前に体験し，その動画と体験した感想から，C 教

諭は単元計画の見直しを行った。このように，児童

に単元を提示する前に，大学生と協働で教材開発を

行い，ペア練習で起こりうるつまずきやゲームの

ルールとして改善すべき点が明確になり，B 組の児

童の実態に応じた改良版のプレルボールの教材を提

示することができた。 
また，毎時間終了後に大学生がC教諭に送った「運

動有能感の高まりが見られる場面」の授業動画は C
教諭の負担を軽減し，B 組の児童の意識づけに大い

に役立った。これまでC教諭は，授業改善のために，

固定したビデオカメラで授業を撮影し，放課後に，

児童にフィードバックしたい場面を探し出すことに

時間をかけていた。本実践では，小学校と大学が共

通課題を持ち，抽出された授業場面の映像を効率的

に活用することで，児童のよい動きや悩んでいると

ころに気づき，次時の授業改善に活かすことができ

た。 
さらに，大学生からのフィードバックは，教諭自

身に勇気と自信を与えた。「子供たちはすごく頑張っ

ていたし，C 教諭の準備にも驚きました」「得点が

入ったらC教諭が同じチームの子供にハイタッチを

しに行っています。この雰囲気がさらにクラスに広

がるといいなと思いました」というように，大学生

から教諭に送られるフィードバックは，児童や教諭

に対する肯定的な内容が多く見られた。このことは，

単元全体を通して，教諭自身に前向きな気持ちで子

供と向き合う自信を与えた。教諭は大学生のアイ

ディアを取り入れながら，よりよい体育授業を目指

して改善を行い続けることができた。 

４．考察 

本研究は，小学校と大学を往還し，互いに学びを

提供し合う共育体制を構築し，教育効果を児童の運

動有能感と形成的授業評価，及び学生と教諭のレ

ポートから検討することを目的とした。 
高橋ら（2003a）によると「形成的授業評価は子ど

もの心情から授業の成果をうかがい知ることができ

る」と言われている。本授業の総合評価では，大変

評価の高い授業とされる 2.77 点以上の授業が 2 回，

評価の低い授業とされる 2.33 点以下の授業は一度

も見られなかったこと，全ての次元において右肩上

がりに向上する傾向が見られたことから，児童は授

業を高く評価したと言える。特に単元を通して「意

欲関心」と「協力」についての評価が大変高い授業

であった。 
単元を通して最も得点の高低差が大きかった次元

は「成果」であり，新しい技「キャッチなし片手プ

レル」を取り入れた 4 時間目に最も低下した。試合

のルールも，最後に相手コートに打ち返す際に，

「キャッチなしプレル」で成功すると 2 点をもらえ

るというルールが加えられ，ボールの操作や方向を

コントロールすることが難しく，何度挑戦しても失

敗する児童が多く見られた。本研究で運動が苦手な

児童として調査対象とした児童 D の触球数の記録

によると，「キャッチなし片手プレル」の成功率が 4
時間目は 16.7%であったが 5 時間目は 44.4%，6 時

間目は 75%と向上した。児童 D の様子からも，新し

い技である「キャッチなし片手プレル」ができず，

難しいと感じる児童が多くいたことが 4 時間目に

「成果」が低下した要因であると考えられる。しか

し，単元の終盤である 5 時間目から 6 時間目にかけ

て，クラス全体の「成果」や児童 D の成功率は大き

く向上した。本単元は，毎時間ペア練習を行い，チー

ムの合計回数をカウント表に記録していた。毎時間，

児童は練習を終えると，カウント表に向かって嬉し

そうに走って記録しに行く姿が見られた。このよう

にペア練習で何回もボールに触れることはボールへ

の恐怖心を低下させ，成功率の向上に有効であり，

記録の伸びや技能の高まりを可視化できる教材は，

児童が技能の伸びを自覚することに繋がったものと

考えられる。 
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運動が苦手な児童として調査対象とした児童 D
は，単元前の運動有能感得点はクラス平均点を 10 点

以上下回っていたが，単元後に 17 点も向上し，クラ

スで最も運動有能感の得点が向上した。児童 D の触

球数の記録からは，成功率が単元の進行に伴い向上

した。C 教諭によると，普段の学校生活では休み時

間に読書をして過ごすことが多いが，本単元中は友

達を誘って練習を行っていたそうである。また，児

童 D と 2 時間目以降のペア練習で毎時間ペアを組

んでいた児童がいた（以下，児童 E とする）。C 教

諭によると，児童 E はクラスでも格別，運動が得意

な児童である。ペア練習中，児童 E は児童 D に対

し，「もっと近くで捕るんだよ。」「もう少し強くして

ごらん。」と常に声をかけながら練習していた。児童

D は，休み時間に個人練習をする等の意欲が見られ

たこと，そして，運動が得意な児童とペア練習でき

たことが，プレルボールの技術を向上させ，運動有

能感を高めたものと考える。このことから一緒に練

習する友達の存在や，友達の声かけは児童の成長に

重要であり，練習し続ける行動にも繋がることが示

唆された。 
授業後に調査した「授業で 1 番心に残っている出

来事」について，クラス全員の自由記述からは，試

合に勝てたこと，新しい技ができるようになった喜

び，自分の得意とする技に気づいたことについての

記載が見られた。また，友達や教師から励ましや称

賛された経験から，「自分はできたんだ」，「自分はで

きるんだ」と確信している内容が見られた。このこ

とは，運動有能感因子の「身体的有能さの認知」に

有意な向上が見られたこととも一致している。共育

体制による「運動有能感の高まり」についての映像

の提供は，児童に，できることを自覚させ，できる

ことをさらに伸ばし，チームのためにできることを

増やしたいという意識改革に繋がったものと思われ

る。 
梶尾ら（2014）は，運動有能感の低い子どもに対

して，教師が意識的に多く言葉がけを行うことで運

動有能感が高まったことを報告している。本研究に

おいても，運動有能感調査の「体育の時間，先生が

頑張れと応援してくれます」の項目が有意に向上し

た。さらに C 教諭は，体育ノートを活用し，「でき

ない」「上手くできない」児童の気持ちに寄り添い，

励ましていた。授業中は，「そう！」，「できたね！」

という声かけや「ナイス！」というボディランゲー

ジにより，友達と協力して授業に取り組んでいる姿

や成功した瞬間を積極的に称賛していた。以上の C
教諭の温かい関わりが，運動の得意，不得意に関わ

らず，クラス全体の運動有能感の向上につながった

と推察する。 
平成 28 年に告示された「チームとしての学校の

在り方と今後の改善方策について」（中央教育審議会，

2016）では，学校の多忙化や教員が孤立していると

指摘されている。教諭 1 人の授業構想は，その教諭

の見方や考え方に基づいて授業づくりが行われてし

まいがちであるが，多忙な教諭同士で相談する時間

は少ない。本研究の共育体制において，C 教諭は，

自分の動きが少しずつ上達していることを感じて喜

んでいる児童，友達の悩みに気づいて一生懸命に解

決策を探そうとする児童等，一人ひとりが，自他の

気持ちに向き合い，プレルボールの単元に夢中に

なっていく児童の姿に感動したこと，そして，C 教

諭自身が大学から送られてくる動画やコメントに励

まされ，前向きな気持ちで児童と向き合い，児童と

共によりよい体育授業を目指して改善を行い続ける

ことができたことを報告している。一方，大学生は，

今まで以上に児童を身近に感じ，C 教諭と共に授業

や教師の手立てについて探究し，その実践方法を教

師になって活かしてみたいという気持ちを抱いてい

る。大学生の「児童の可能性を信じて」「思いきって

児童に任せてみることが大切だと思った」という言

葉に表れているように，1 回の授業での成果にとら

われず，見通しを持って児童の成長を育もうとした

C 教諭の指導の在り方から，感動と学びを得ている

ことがうかがえる。 
以上のことから，小学校と大学の共育体制は，児

童の運動有能感を高めるだけでなく，教師を育てる

教育的効果も期待できる。 

５．本研究の限界と今後の課題 

本研究の限界点として，観察法と，単元中盤の共

育体制が挙げられる。ビデオの不具合により 1 時間

目の抽出児のデータを取ることができなかった。機

材を充実させ，観察法を検討する必要がある。また，

形成的授業評価や触球数の結果から 4 時間目の内容

の教材提示において細分化の工夫が必要であると思

われる。授業中盤は，進度により，教材の検討が必

要になる場合も多いこといから，児童の実態と今後
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について共有するためにも，対面での打ち合わせを

取り入れる必要がある。 
共育体制の教育的効果を十分に発揮させるために

は，小学校と大学が，互いに目指したい児童の姿を

共有すること，肯定的な視点から授業改善を図ろう

とする姿勢が重要である。つまり，「授業のここがよ

くなかった」という反省的思考に終始せず，「授業が

こうだったのはこんな出来事があったからで，次は

こんな方法を取ってみてはどうか」というように，

児童の実態を通して，よりよい体育授業にするため

の具体策を語り合えるような場をつくることが重要

である。 

６．結論 

本研究は，将来教師を志望する学生が，学校現場

のニーズを知り，現場の若手教諭と共に，より良い

体育授業の実践方法を探究する共育体制を構築する

こと，その教育効果を児童の運動有能感と形成的授

業評価，及び学生と教諭のレポートから検討するこ

とを目的とした。その結果，児童の運動有能感は「身

体的有能さの認知」と「合計点」が単元後に有意に

向上し，形成的授業評価は「意欲関心」と「協力」

が高く，全ての次元において単元最後の 6 時間目に

最高点となった。さらに大学生は，児童を身近に感

じ，教材や教師の手立てについて探究し，教師になっ

て活かしてみたいという気持ちを抱いた。教諭は，

大学生が提示した授業場面の映像の活用により，児

童の悩みや良い動きをクラスで共有し，授業改善に

活かすことができた。以上の結果から，小学校と大

学を往還する共育体制は児童，学生，教諭の双方に

有用であることが示唆された。 
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[注] 

注１ 筆者は 2018 年に，学生と社会人が共に学ぶ

場として「共育」をコンセプトにキャリア教育の

学習のプログラム開発を行った。個人，チーム，

企業を往還する学びあいの場として C-Learning
を用いて実践した。本研究はその取り組みを応用

している。 
 
注２ C-Leaning とは，株式会社ネットマンで開発

された授業運営支援ツール。本実践では「協働板」

を活用し，小学校と大学で情報交換を行った。 
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